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調査について

背景と目的

調査概要

　少子化、乳幼児をもつ家庭の共働きの増加や、保育所入
園時期の低年齢化が進み、乳幼児の成育環境として園が果
たす役割はますます重要になっています。社会の変化にと
もない、幼児教育・保育の制度も多様化しています。幼児
期から高等教育段階までの一貫した教育改革の中で、幼児
期から、「学びに向かう力・人間性等」を育むことが改め
て重要視され、２０１８年に幼稚園教育要領・保育所保育指

針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下、「要領・
指針」）が改訂（定）されました。
　本調査は、幼稚園・保育所・認定こども園を対象に、変
革期の園の実態や課題を明らかにすることを目的に実施し
ました。全国規模で、園の種別を超えて実態や課題を把握
し、第１回調査（２００７/２００８年）、第２回調査（２０１２年）
との比較も可能な枠組みになっています。

調査テーマ：園の環境・体制、教育・保育活動、子育て支
援活動などに関する実態・園長の意識
調査対象：園児数３０人以上の国公立・私立幼稚園、公営・
私営認可保育所、公営・私営幼保連携型認定こども園の
園長・所長・施設長、副園長（教頭）・副所長・副施設長、
主任等
調査方法：郵送法（自記式質問紙を郵送により配布・回収）
調査時期：２０１８年１１月～１２月

調査地域：日本国内全域
発送数：１６,０３７園　有効回答数：４,５６５園　（有効回答率
２８.５%）
調査項目：環境や設備／保育者の状況／教育・保育目標／
要領・指針への対応／教育・保育活動／子育て支援／保育
者研修／保幼小接続／園の運営上の課題／保護者とのコ
ミュニケーション等。

社会・家庭の変化
少子化

共働きの増加
保育利用の低年齢化

幼児教育の変化
幼児期からの
教育の重要性

要領・指針の改訂（定）

政策の変化
幼児教育・保育の

無償化
（2019年10月〜）

園をとりまく環境の変化

環境や政策の変化の中で、幼稚園・認可保育所・幼保連携型認定こども園の
幼児教育・保育の取り組みや課題にはどのようなものがあるか

認定こども園（公営・私営）

幼保連携型

認可保育所幼稚園

幼稚園型

小規模保育 家庭的保育 居宅訪問型保育 事業所内保育

認可外保育施設：自治体独自の保育施設、企業主導型保育事業等

保育所型 地方裁量型

本報告書では、
幼稚園・認可保育所・
幼保連携型認定こども園
の結果を分析しています。
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■有効回答数と園の設置形態
第１回調査 第２回調査 第３回調査

2007年（幼稚園調査）
2008年（保育所調査） 2012年 2018年

有効回答数（公私比率）

幼
稚
園

国公立 401 （25.0%） 456 （33.1%） 606 （40.6%）

私立 1,203 （75.0%） 921 （66.9%） 888 （59.4%）

計 1,604 1,377 1,494

保
育
所

公営 1,540 （51.0%） 1,362 （36.8%） 840 （36.2%）

私営 1,478 （49.0%） 2,343 （63.2%） 1,481 （63.8%）

計 3,018 3,705 2,321

認
定

こ
ど
も
園

公営 - - - - 148 （19.7%）

私営 - - - - 602 （80.3%）

計 - - - - 750

■回答者の役職（2018年）	 （％）

幼稚園 保育所 認定こども園

国公立 私立 公営 私営 公営 私営

園長・所長・施設長 75.7 72.9 87.5 76.4 82.4 66.3

副園長（教頭）・副所長・副施設長 16.0 13.9 4.4 5.4 10.1 16.9

主任 5.1 8.3 6.1 13.0 6.1 10.5

その他 2.0 2.6 0.5 2.6 0.7 3.8

無答不明 1.2 2.4 1.5 2.6 0.7 2.5

基本属性

データに関する留意点

◉本報告書では、第３回調査（２０１８年）を中心に、園の
種類別・公私の区分別に分析しています。
◉第１回、第２回調査結果の詳細は、ベネッセ教育総合研
究所のウェブサイトに公開している報告書をご覧くだ
さい。
◉認定こども園については、公営・私営の幼保連携型認定
こども園を分析対象としています。以下、本報告書では、
「公営・私営認定こども園」と称します。

◉保育所・認定こども園の設置形態については、公設公営
は「公営」、公設民営と民設民営は「私営」に分類して
います。
◉本報告書で使用している百分比（％）は、各項目の算出
方法に添って出した値の小数点第２位を四捨五入して
表示しています。その結果、数値の和が 100にならない
場合があります。
◉図表内、（　　）内の数値は、分析対象数を示しています。




